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 このたび、平成28年8月21日 富山市総合体育館にて剣道六段審査に合格するこ
とが出来ました。まさか初挑戦で合格できるとは夢にも思っておりませんでした。
これもひとえに日頃の稽古でご指導いただいた先生方や、稽古のお相手をしていた
だいた皆様方のおかげと感謝申し上げます。 
とりわけ今回の六段審査受審のきっかけを作って頂き、私を五泉市剣道連盟に入会
させて下さった帆苅会長には大変感謝しております。 
 
 そもそも私は、新潟市剣道連盟の団体に所属し稽古をしておりましたが、3年ほ
ど剣道から遠ざかっておりました。昨年11月頃そろそろ再開しようと思い、以前よ
り度々お世話になっておりました五泉市の稽古に参加させていただくようになり
ました。 
そんな中、帆苅会長から「今年は富山で六段審査会があるから、受けてみたらどう
です？」と言われ、富山なら近いし日帰りできるので経験のため受けてみる事にし
ました。 
ただ新潟市剣道連盟にも所属していない状況だったので、全国審査の手続きとか
様々なことが全く分からず、帆苅会長に相談したところ「私が推薦状を書いてやる
から、五泉市剣道連盟に入るかね？」と言っていただいたので、ありがたく入会さ
せて頂くことにしました。 
 それからは、諸先生方にご指導いただきながら、自分のこれまでの剣道を見つめ
なおし、ご指摘いただいた悪癖は常に意識して直すように心掛けました。限られた
時間と回数の稽古ですので、とにかく一回の稽古を大切にしよう思いました。 
また、以前所属させて頂いた糸魚川市剣道連盟の稽古へも、仕事にかこつけて防具
を営業車に積み込んで度々参加させて頂きました。 
 
 日々の稽古について、自分が特に気を付けた事を挙げてみます。 
 
• 打った、打たれたにあまりこだわらず、指導いただく先生に対して思い 
 切って技を出し常に懸る稽古を心掛ける。 
• 相手に攻められても絶対に下がらない。 
• 技を出す前には、必ず一歩でも半歩でも攻めて、溜めてから打つ。 
• 剣先をむやみに動かさず、相手の中心につけそこから技を出す。 
• とにかく、出来るだけまっすぐに面を打つ。 



以上の5つを心掛け日々の稽古を行いました。 
審査当日を振り返ってみます。 
まず朝6時ころに会場近くの公園の駐車場に着き、少し車の中で仮眠をとりまし
た。 
それから、午前中に行われる49歳以下の審査を見学しようと会場に向かいまし
た。 
なにせ全国審査は初めてでしたので、会場に入ってまずその人数の多さに驚き、
そのとき思ったことは、「この中で自分が合格することは、とうてい無理だろ
う」という思いでした。そう思ったら気が楽になり、周りの様子もわりと冷静
に観察することが出来ました。一生懸命素振りする人、相手をつくって互いに
面打ちや切返しをする人、中には立ち合いの模擬練習をしている人、色々でし
た。 
人それぞれ審査前のルーティーンがあるようですが、私の場合過去の審査を振
り返ると、不安で落ち着かない時ほどそうやって体を動かしていたようで、た
いがい不合格となっていました。 
 午後からはいよいよ50歳以上の審査となり、道着に着替え少し素振りをし体
をほぐしましたが、審査会場に入ってからは、特に気負いや不安もなく竹刀を
持つこともしませんでした。 
そして審査が始まり、私は57歳～61歳組の2組目でＡＢＣＤのＡでした。椅子に
座って順番を待っているときも、不思議と緊張しませんでした。 
一人目のお相手Ｂさんとの立ち合いが始まりましたが、自分が覚えているのは
蹲踞から立ち上がった所と、終わって蹲踞した所だけで立ち合いの最中のこと
は何も覚えていませんでした。そして二人目のＤさんとの立ち合いもほぼ覚え
ていないのですが、最後に自分から仕掛けて打った面がきまって、残心を示し
た所で「止め」がかかったことだけ覚えていました。 
いずれにしても、あっという間に終わったという印象しか残っておらず、何を
どう打ったのか記憶が飛んでしまっていました。そして前半組の結果発表とな
り、係りの人が合格者の番号が書かれた紙を壁に貼り出したので、特に期待も
せず番号を確認すると自分の番号と同じ？のが書いてあったので、半信半疑の
気持ちで、係りの人に自分の垂れ番号と発表用紙に書いてある番号を交互に指
さして、「コレとこれ一緒の番号ですか？」と聞くと「はい、一緒です。」と
言ったので、「じゃあ合格ですか？」と聞くと「はい、合格です」と言われた
ので、ようやく「合格したんだオレ、やった～」と、周りに知り合いがいなか
ったので、表には出さず心のなかで叫んでいました。 
その後の剣道形審査もなんとか間違わず、無事合格することが出来ました。 
  
 後日、お世話になったある先生に「立ち合いはどうでしたか？」と聞かれた
ので「内容は何も覚えていませんでした。」と答えると「それでいいんです、



そういう時ほど合格するものです。」と言われました。剣道雑誌に載っている
合格談話等を読むとよくこういう事が書いてあります。 
 
つまり、立ち合いはただ目の前の相手に集中し、無意識に体で覚えた事をその
まま出し切ることが大切で、こう構えて、こう攻めて、こう打たなければ成ら
ないと言う思いにとらわれてしまうと、かえって体に力が入り普段の力が出し
切れなくなる。 
重要なのは、無心で臨めるかどうかという事で、そうすれば｛日頃の修練の成
果が自ずと表れる｝という事だそうです。また頭で覚えたことをその場で形だ
け表現しても、審査員の先生は見抜いているので、評価してはもらえないとい
うことです。 
自分も今回の審査では、最初からほぼ諦めの気持ちが幸いし、変な気負いもな
く無心で審査に臨めたのが良い結果につながったようです。 
 
 最後に今回の審査を終えて思ったことは、剣道は頭で覚えるものではなく、
体で覚え、それを無意識に出せるように成ることが大切で、その為には「百錬
自得」の言葉の通り、日々の繰り返しの稽古で身に着けていくことが大事であ
るということ。そして、その繰り返しの稽古がひとりよがりではなく正しいか
どうかを、ご指導頂く先生方や稽古相手の方々に、謙虚な気持ちで問題点を確
認しながら行っていくことも大事なことだと思います。 
 
偉そうな事ばかり書いてしまいましたが、今後の昇段審査の参考として頂けれ
ば幸いです。そして自分自身これからの修行の指針として心掛けていきたいと
思いますので、今後とも皆様方のご指導ご鞭撻のほど宜しくお願いいたします。 
 
  
 

 
 


